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強j主Il本拝見のなかには、 よる とするコミュ

ニケーションが|材難な事例が見IHされる。品近、 よって広忠伝達ができ して代

ttd語、HlJち人I られている O

本論においては、 とその活版、現状について述べ、知的陣;if

について時熔を試みた。
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はじめに

在怠|味iiEを話せない発達l埠拝見のための怠1J."¥1式

述んの研究は、動物と人聞とのコミュニケー

ションにおける媒分子殺の箔 してい

る。 W.ケーラーが北アフリカ・カナリ

失調~n~ 、

nJ能であると思われる。

においては、1'-成171Y.4)jから

り、

(ADHD)， ，(:j 

などに対する

と弓っ

として、その後のアメリカ介衆ttilにおける A..I.ブ ても、 (L 

して身察される必要があマック、 D.M.ランボウらをはじめとするヤー

キス額人掠研究所の動物学科lに関する多くの業

fIに引き継がれている。作11際

交流が盛んになった今11においては、

ける手段として、ノトまたず1代文字を努需とさ

せるようなピクトゲラ

ヂパート、

などでロゴ・マークとして帰ん

う'Jι4叶d↑的「

パ/ルレ.コミユニニ二ケ一シヨン (~ド

によって携

オリンゼック

されるとい

達)jj法の応用は、いわゆる発達持存児

れるものではない。ふつう a般的に流通している

点二戸・文子記号計訴の{史Jtjがi本l離なすべての

1 

れているので注ぷを裂するO

が、ここでとりあ

PDD、LD、ADHD、，¥:j機能什

どが対象化される。

PDDは知的発達、前緒的発述、社会的強連な

どの広汎な発達遅滞を示すが、とくに開掠概念の

力の発述遅滞、

どを 1-:徴とする。 LDは七と

してd語、数邑に関する

述成が問題とされ、 ADHD

導性、



1cJ主鰭 jïl~ リ止のための.J1 ('i-j!f， ，iIWJ，i¥記伝i主JiW'こ，)し、て

される。 1'1間杭におい Ir'Jへと績持ざされるよう ったという

てはJ，:III'i'，)11，';f' いかに るο これらの先 けにおいても

の11Iに残されていコミュニケーショ

である。

このような

先述の

る

ると、その

して、ぷし

1 j なし

りでな

を料ないままに成長すること

ソナ 1)ティ

深刻な

1I常的な対人関係においても

を'1:-:.じるであろうことは先立像に

くなむ¥:.'f()。

においては、 l i.14tによるこゴミュニケー

ションがi本i鷲t.なために、 .. W ('1: )! f 1 ，11'; n~J ::Iミュニ

ケ…ションに拠らざるを作ないづちj主将力児I[，j
I!ト11きされてきた、内外の人1.11行ないし代将ii-jilliの

民引をuうことをぷ附している。

1 .人工語研究の軌跡t

人工語研究の1'1日は、ナポレオンのコニジブト述

したシャンポリオンによる口ゼ、ツタィiの

{同!~解誌にはじまると弓われている。それはコニジ

った。わが|叫におい

11文の解II売に代表され

る 1[1 代文千:の研究がある。文，y~

ど

lUhlの医学~がひろがる。

1るような衣i"i- (般的文下以前

の丈'ドi史をみると点立文がt流栓なしていた。
その多くはエジブトのどエログリフ

II~Iの象形文(芸文、:金石丈)

うに ような

.{j 

文'j<lt反)と， i 

fnJらかの

は ~l~なり、まったく

える人 1:的なぷりすなわち
をl刈ったものが、シ

持1i¥i 

ションの研究である。

ら抽象お.f~L としての

と

ともい

伸文総〉

と祢される代

コミュニケ

と動物とのコミュユケーション 初

知人猿を対象としたヘイズらに代夫さ

による立jA伝達の試みがお

る。それはゾロモンの指輪に象徴される

もあった。その後、A.J町ブ

リマック、 D.M_うンボウらはf乱立味な

いて、 ;こすi:物と

をiヌ!り、これをさら ;こもhl

ぶして系列マ哨lさせ、絵1;己り

させた。ここにおいてヨ一口ッパのキリスト教徒

たちの 11\1で fl~Jfç となっていた 111約聖汗列正記ソロ

において現

フ。

いqそうの脱出がJ~J侍されている。

については、たとえば IBM朴の口

ゴ・ γークが代表的であるが、いろいろ

シンボル・マークは、そのた的去現如何によって

り[--げのもI~継がtl1dわれるという状況さえ脱出し

して←晶 ている。

してい

る。コニジプトのヒエ口グリブは、はじめ

として川いられ、縦j?きでイiから左Hril]tこしるさ
れていたが、後には加点文字として1J:から1i}j 

2.わが国の絵文宇研究

2 … 

に関する)!j-1 [1 

におしYぐは紋

けがされ、
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は るII，I誌が|咋仰になることから、すべての人々が刈!

解できるコミュニケーション技体が求められてい

るら る。

qi.なる にとどま

に代わる何らかの事!?需のシンボリックな衣f凡

であるとする解釈がI試みられているだけで、 fllh

手間としてのHtlftづけはほとんど弘

られない。伊勢神山丈!ボのι文
代文.の資料が保併さ

多数の神

汗

などのなおEが苧 iづ〉で'下手|刊~jな{言語性に離がある

ようである:¥])沖料外一史のrjtl1iモ山-代文字など
もその{ダi1に漏れないが、砂・)j(丈守人結縄(キー

ブ) )ど子、熱線Ithi)じ下、奇文:'j<、数符:などの段

がある。つがる絵丈'子と祢されるものは実にγイ

デアに;宇;み、

.，z
J
 

• 
l
 

、wγ，z

心経と

日、出斜l:!t

したものである。これらは文J":記
りによらないlltからあったコミュニケーショ

こ3ログ〉

I たの~i*鉢であ号、今 1I(11，j 

しりともパえよう O

先丈了:~の丈 IHR資料とし

し

文'j<， I文に代長される
ろう。神代文と蒜されるもの

ると、1/1/](1の11

どとの室長似点がはいだされ、

ジプトのゼエログリフとも共通しているとjAわれ

る。，'，代文の特徴は1;il% 1裁のレキシグラムで

あることが附問で、片象の州立;iiな単純化とシンボ

めた。 FI fifiの"1
請に.r)ながると思われるエジプトのヒエロ

グリブとモソ文字をベースにして、独nの給記LJ

に、見なる よるか、また

もつ人々のコミュニケーション

として1971{FにCharlcs，K，

Bli出

らし¥

111'1じくユニバーサノレな共通話として、またこ3ミュ

ニニケーションi埠仰に悩む占汗のため

スシンボリックスの改良!阪とも 1iえるiオ形dfiの
『試案を発表し 1:IIU5lている。太111による LoCoSは、

らギリシのロゴスを述起させるが、

ブ/レ・スペリングしてみると、世界，f1の人々が恋

人たちのように組しく立思交挽ができるようにと

1がこめられていることが'1~I1 る。取雑多岐に

わたるゲ口一パルな児文化交流のためには、

3.発達韓害児のための絵記号学習

してみ 知連防害児と三つでも、

トンパ文字な ，j-，ttHu述が運組する 'fr例と、

ライ されたシンボルは

もの

文;が構成でsきが多い。これらを帳列すると

るのである O

わが|りの人1:訴の研究はアメリカの彼長知研究
されてすすめられた。

にあるボ大霊長 において、はじめプリ

めに

もあ

る。高機能"1開始;ないしアスペルガ
は、あるお度TTil-JJiや

に|本i靴が礼られることが多

い。 J'?f~'l必難は知覚レベルの時計が昔、íiiできるも

のから、より

る。いろいろな事象II¥Jの弁別、

ずさまぎま

マック、うンボウらがJIJ いたヤーキス，li~ (幾何学 になる。

的同形記り)を片jい追認研究安定胞し

た。雌チンパンジーに人 L ，U~である

Mを課し、名品、数訓の学習に成功した。小おら

はプリ?ツクらに撤い 01別抗山を対象にして ~ìÍ.純

IJいてシンボル学科lをすす その後の

け IIiH'災1J1えIJ叶，--吊 V'-1JAfJ41"守、 II 

していることをiな味している O

と

刊行の先述に圭裂な役訓を

3 



J~述 [í，依存犯のためのおこ n'.~i; ~.;lti(l均一広jよI，{.l~l主 Ji ì.どについて

ことは 1iうまでもない。 J.Pi刊。tに従えば白山Iifi

にたとえられる。多

人猿にも

発j主や発達の水準の制約を受けないでJ斉む。

象形文は事物などの模写・智H象として知覚・ j辺
く、 どの判判:をごく ii'I.

純に衣現することで、多次j己的主11象を史:しない全

としてアイコニニニツクな4本収判判Lゴ守守，11'ト'1'耐

.主g動的次ヰにおける衣象は、

Mental Imageryにおける聴党的'情報入力コードよ

りも樹党(I~J情報入力コードによるほう

り、情報の貯誠(保持)・

と

る

な i'(~

力視覚的情報の

力に関係している。アイチ

になされるよ

されると文

れることを予測させる。このこと

る2H)。

との対迎合に支持がある場介、繰り

返しの利く|対形と事物との対辿{t"r~Nなら科幼で

あることが知lられていた。品出、烏問、

乳首iなどの動物細般が、事物の輪郭線に反応する

ことは既知の事実である。人!日iの場台話丈をJIH解

きなくても、

し によって底思衣現することは作弘で

ある。

そこで、対象にとって分かりやすい絵こと

められる。たとえばランボウらのラナ・プロジェ

クト(I972)でmいられたヤーキスiiii
は 911主iの織や日!~n内線分によるデザイン・エレメン

ト(形態索、 Ilhi素)のさまざまな組み介わせか

シンボルを{史い20001liilのシン

いて白在にゼクトグラム会構成する

コスは18の弟礎形態素に点を1JIIえて

4 

シンボルのfV成により白血にピクトグラムな作
りIf\し、文構造は~文と IrfJ じ

(SVO)形式で‘左からiiへと

シンボワックスとロ江スとは健常行ならたやすい

が、京疫のi埠';Jrt-にとってはかなり

ような象形性が依く、 i?うならばロゴ・マー

クとl，iJじくきわめてデザイン的であり、 Mほどか

ある O たとえば、ブリスシンボリックス

れる W(討せは:本の、v行線で1i.さ
れるが、 上一本線だけだと sky、 ド-本線で earth

となる。 personはi設さ T'[:別である。

ことばでは、円に見えないものc明気、
(広気、 t月気、 ¥嫌い)

ことはtmf~ しいが、口コスが七をハート

プラス記りを入れて表し、

:つのドットを縦に人れて f悲しみ・ 11英きJを去

しているのは秀逸と 1iえようJ.1)

ことばは 1 1 

必要条件であると先に述ベたが、

であることが

にわjるこ

とと ら

れるという原則がある。それに簡略化が求め

る。エジプト

唱である。

ヒエログリフはIEにその肉

ま描くという手法

をとっている。これを巧みにアレンジした

11'11-:]の築字であろう O 文:'{I.とのなかで、業'j<の成立

している

として

この)jが後の浅下や! ひらがな

(t~~ i干)丈子への

しこと

な保有して

いれば給記号(ことば)学科は存易である。

も

とii二Jlflriのみf

サイレントな1H本物と絵J~+;­

と絵ilJなと
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j車内乍ffは次の投|暗になる。

のシャワーを浴びせるとすれば対象

けで、

な労力の会

る。

り、街導汗は相吋

1られることになると忠われ

4.総記号学警の鰭方策

絵iidifと との (the Method 

to a Sample)は、

党のために導入された方i主である。このJi

は、もともと初'J~主的な幼

ため された)iWで、 i吋

して介日リ・

のである。この

版を2

は、

ら という単純なJi

fよ‘であるが、比較する、同定する能力がないとう

ンダム反応が生起する。まず作業指ぷを跨!fWし、

次に検査カードの識別、見本との見比べ、 iErl~~の

判断なして正選択な述成しなければならない。さ

らに指示に対するカード選択学界、

によるカード分類学留に進むこと;こより、徐々に

類概念、が焔成されていくことになる。

見本あわせ法は品初日持;物を川い、次

と手体物の誕iみ什わせをし、さらに一

提示へとすすみ、最後に、j':只f本物と浅'子、 r~'r:と

漢't:の車!Lみ{??わせをし にJ拘執性を増すよ

うにする。日JtHfrぷによる分知作業により
-段とレベル・アップする。かたわら発jtf訓

練、発汗訓練が独行してすすめ

T"r'効

わしい。

11¥唱する Onomat叩ociaが

とs二戸象徴話 (PhoneticSymbolism) としての特

性を備えていることに行Hして、 j点本的な絵り

文字tf干の一環として指導ブログラムにまIIみ

た。オノマトベは;'1""戸的感晴氏現をflそう

となり、f'，:J !iAI，J I認知t{ii'!j.を?なす場合は擬態iriと

なる。これはきわめて人II¥jの白熱で、 ['j

則的点現形式で、あるばかちでなく、多く

に身保りや友鵠などの動作的表現を伴うの

5 -

が汗1u1である。オノマトベは始原iiiiであるとは三

え、幼主たちの好奇心や白発'rtのぷ現、あるいは

内部的感情や立思のごくl'l?-&で艇がJな

なのである。それ故、初WJI向日指導において

はオノマトベの指導は必吹:不可欠で・ある。このブ

ロジヱクトの被験児は16，~誌の自閉肱児で、あった。

ノマトベ絵カードの刊熟学討を遂行させた

後、本訓練のや秤課題として間いられた給記り丈

ブや一本る。J からすがカ…カー

く。猫がニャーニャーなく。Jで¥
.. 
‘
 

，r.a 
…

l
 

J4咽q7，
 

とん!Ifr}の概念の学狩がある。

とfililJの属性認知lを欠くことができない。環

境認知をま五げる虫q大!としてさまざまな属'ttll¥Jの関

係づけのi村難が挙げられる。|ヌ|形であれば次元・

えられる。和事的には

とlijI，Jなどの関係把握
ぎないことになる。

色と JI~ ，

がないと正しく閃形

絞初日体物のセットと絵l記号カードな対連iry午t押

させ、ついで、給付加カードと組み合わせて絵記り

丈を構成させるといった刊r[闘であった。

初予怨したよりは学押j本i難はなく、

見ff"l~t'.~' をマスターすること

行ができた。ここ

ぎても

f""を指し、正しく天井)jli'J

たことである。このこと

や、ま

併しくよ*

にI保制送

t'I斗の

さなかっ

こと

るこ

とを物r1たっている。

障害児には、ゼス

チャーによるニコミュニケーションが可能で、あると

しても、失n能障i与を伴い、多鞍・注意欠陥を伴う

事例では手rl!iよりはより直接的な午ュード・ス

ピーチかハンド・スゼーチであり、

刊は達成|村難であろう。 nl!1に白 コミュニ

ケーションができるイT力なん-訟としてピクトグラ

ムが開発されてきたのである。ランボウのヤーキ

リマック 請は、すべて祭立i味な幾
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}>I・

II~話のような官

る。

あればそれだけで絡始して差し支えないが、

がれ:会生活をi去るために、 11本人であれば、ゆく

ゆくは現代11 らかの述

組によれば，!jf~ 11本語は北のまiまろ

あると Ifう。わが担jの文字史は、祢生1:協の文，{: 

3 !IJ:紀手ば女 1':咋弥11予の発n哉漢鏡
〉たなどにみられる泌?の伝来か

る。すなわち るoJと し、

ともなう fどもたちは、その発達の

を受けることなく、

五日

に来たさ

れないままに過ぎる。

知的発達だけでなく人格形成においても京大な影

響を及ぼすことになる。 liijiA:したさまざまな人 L

の I試みは、発達W;t'I~;'~Gの人間形成な支援す

るための開拓的なr試みで為った。 とり

る。 ら片似f，へ、がその道 わけパ

のiiふヰ・

丈'[: はじまり、次

へとすすむ。さらに見本合わせ法により

される。

るとする

筋である

嬬臓がエジプトのピエログリ

を参~・にした期111 は、 より

ることと、さらに文'[:の11

を一身えたのと、

検討を?悦:去にすすめ、!日夜栴

らのオソドックスな閣法に拠ろうとしたからで

ある制。

り文;の学科lコースは、個々

セッションが絡了すると、これを怯列して

に移行するが、 111川市本花鳥属片、身辺生活など

に|則係する内科が選択される。 11

行料験を，'I{Eに取り入れ、症児の

ことを忘れてはならない。

5.発議離番売のための総記号文学習

点庁または1守掠文字の使川以

前は出r岱あるいは求問社会とし、京高f丈'[:を保有

したときから丈1l)J社会とするとして、L.H.モル

と近代とを区分している。丈;{:通り

， III而引IIふJ川jh日出ll日出I月i
伴したl:JJ訴i丹i治存能主 jんjの7哀去{礎護の|上:で、)形|隠写粁粁{i非?宇1:られ、 進化した

ものであることに疑いな人れない。 上のそルガン

の指摘をよるまでもなく、われわれのコミュニ

ケーションにおいて、 afJiiの~‘たす役割について

は改めて斤うまでもない。初WJの文化人類学ti.と

11されるL.ブケン;土、次のような比轍的表明を

試みている。彼によれば、日目し始めた子どもは

さな大人みたいに作業する。すなわち推f11!し、

。まだせない fども ように

う丈 (s+o十V)ヘ、

文のようにステッブ・アップさ

れ槻雑化する。いずれも日本ぷ文法に従って例文

こののほうが話し 3

と同期するので、 q..刊誌引先立に1'1r特に油成できる
ようである。これはII目立|味学科が先行しているこ

とからf戸内が谷弘となるのである。三iifi学科l材料

としての絵，jJ りは 11 常 !I~i~' と街接に間話してお

り、一義的であり、一見してそれと判るものでな

らない。そのため

を、 予めらた施しておく必!起がある

と訴の連企{

る。

おわりに

動物と人間と コミュニケーショ

の研究は、ほほ-!lt*~にわたる長い研究史におい

て、料かしい成県を争げ得たとl!;'えられる。まさ

に、:f1!代人は111約明書のなかに物訓られている

というゾロモンの桁1陥を手に入れたかのようであ

る。こうした人 r話の州究は、市皮のコミュニケー
ション附需のために凶難を感じている人々ι此;川
され、動物に山いられたとい!じ人 rlf 
lriJ 1:のコミュニケーションにおいてもイ1・効で、ある

ことが、これまで点川されてきた。

発達陣宵克のなj4L伝達のJi法は穐々に検討され

6 -
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る必要があるだろう。 学i刊L竹吋引i?引l川|陣母害兇の土結詰f台?は、

lバμiJリリ仇の持つJ立立味，う7干J中iJlに!弔if()点I

口ゲラムが川 Jぷむされなければなら

う。 I'H~:j叫:山もまた千 11:1難が子怒さ

~'{/.: 11 n仁I

らにl剖係械念の学子?にも

らない。 ADHDにおいて

なる。 子どもの興味・

11 1 で学il，~1川動

リ己のコミュニケーショ

おいては、話し 1i葉にばかり

的指導をするやり }jは避けな

り

ければな

しし ¥0

、て治療

られるということを銘記し

な子どもには、薬物安打f:)1Jした心開煉訟とりわけ

遊戯煉泌がお功することがえ

文慧

Boutan弓L.Lcs dcux mcthods dc l'cnfant.Bordcau， 

Saugnaじー 1914.

2. J除i申告Jr1邸主持 制'此シンボル;こよるコミュニケー
ションブレン IIII~長 2001

3. FoldcルPap今 K.Vom Fclshild zum Alphabcl. Chr. Belscr 

VcrlaふShtt別代、 1984.(丸山文夫、仏:雌牧たた訳 文

?の組制l r;披.%1; 1988イド)

発述~，';('，I;.:汗k:按法ガイドブ、ソク総集委員会 発述附

;l; 汗~ピ技法ガイドブック MIII 新';:1: 2005'.r 

5. Junふc.G.Man and Ilis Symbols. Aldus Books Limited句
London令 1964.(M会和雄iZiぷ 人川と象徴一舎を怠;識

の1ft¥ぶ… MII¥ ;1~lJj結社 1972{f) 
6. )11み;~~~ liff; 純文のことば、怖ノ|ょのことば 吊(ヌブ
り) ， I:~J}} 1988{1'-

7. Kohler司 W‘ Intclligcnzpriifungcnan Menschcnaffcn 

日erlin:Spring灯、 1917.(下f 苧 知人訟の主I1 ，'U，iA: 
験む法的訂 196計約

8. J;!: 4会 I)Jt~IJ ことばと丈't 114>:の11(11::11 "1央公
，tfriifl: 1988'.r 
9.小山i1i山 新しいふn'rf'行持の試み一説立性シンボル
を{史りて一 発i主 ~'\:~2\J 56-68訂 1987イ1'.

10. 小r"jf'i"l!! 剃'rt'~'i:， i'，th NSL-8絞め IIJ iÎ~'~f[: II.~教科
心開学会第30VIJ総会 1'tJ:.シンボジュウム配イli資料

1-2U 1988イ1'-

松沢村山1¥ チンパンジーの ri;'，:i'iJ予汗 LJ本教ずi
心fll[中会 第:~Olnl総会 fl i.:シンポジュウム配布資料

7-81'i 1988年
12. ，ILj川龍雄 生きている象)詩文:'j< 1/1 央公"市十1: 1966 

I:~. A 111 ，[，~ }c 析しい絵ことば LoCoS: Lovcrs 

Communication Syはcm 講談社 1973{F 

14. ぶ111十i}c ピケトグラム(絵 ')('n デザイン fl'I，f} 
)Jj 1987{r 

ろ

さ

15. )ベ|けが:k ロコス (LovcrsCommunication 

坂本(I大.ÀI Il .';'7 }ç f也細心~}~'(~大事典主l2…刊行{
fJ'! ，f:;)};: 20021f'-
16. Premack， A. 1. Why chimps can rcad. New York， lIarpcr 

& Ro以1.[n心、 1976.("1 野 IWj}t;~ミ チンパンジーI山み

乃さをi竹lう jι端科 1978{1:.)

17. Rumbaugh‘D. M. & Gill‘T V. Reading and scntじncc

complction by a chimpanzec (Pan). Scicl1CC、¥/ο1.1お2ち

NoA113‘7:31-7:33，197:3. 
18. Saitoh，S. CllC utilization in incidcntal Icarning 01' nonllal 

and retardcd childrcn. Tohoku PsyじhologicaFolia予1'om.

xxxx、ドasじ.1イート5‘1981.
19.滑藤 繁 語教材としてのl'i代文;了:の剥f誌につい
て 弘前た手数子f"(':r'11i教ド|教育研究紀咲第93j-

~9-5~H[ 1989{1: 

20. ~rJ総繁‘州沢)j券HlJ、木村えdft (- PSし-88による
IT\度名怜[1諮述Jl.x' mr児の絵，jt!， ~Y(:fi 弘!iij大"(':教青学

部紀叫郡山口 51-60訂 1990{1'-

21.粛藤 繁l!ib克;器 1:11'11のシン*'1)ズムー認知心JIH

"(:(内.~・娘一 弘前大学教育学部紀蛍 第64り

67-8Hi 1990イ1':

22. Jt1!f繰繁絵，iL!.リや刊ハンドフヘソク 弘lIIi大学教育

1-fi7(i 1991{j'. 

23.森繰 繁 PSL-88による絵Ilriり丈の学科?にサいて

弘前大学教育学部紀叫 ~\67 り 79一部長 1992 
年

24. t官JJ'事 繁 PSL-88による絵品リ丈の犠成とU限内。
y也1.:ミ 弘!前ji詩;言i大f学:干干字f'手Pち:教f介ヤl

47…56r百:( 199:3μ内イ竹1':

25. '/，苦繰 繁 PSL一部による給"己り学刊における校iR

と足親!のJ(f見弘liii大学教育学部紀叫 第河口
lfi3-162 訂 199~{r

26. 'l11f11長 棒、 PSL-88によるオノマトベの学科1 弘前

た学教育学部教科教育研究紀恒 第17リ 87-96 (( 

1993"f 

27. 議藤 繁 I'， ';î i*ì去のぷ怒間 ìlt~ とその介入 }j~むについ

ての命J.S.~見 仏!jij"(:1涜た下社会制制:教ff研究所記官
;:f51~} 56-65r! 2004{r 

28. 1~fJ]'森繁知的 1{!';t'r 4f-山のパ i出的コミュニケーション

i咋 i;J~ 去:銭 }imについての研究 Uî';報〉 仏IIIj'，;!:If;eA

字社会悩お1:教育ii)f究所記安 部2け 2005"r

29. t普藤 繁 j利払iL!.慎隙'，Ii-を伴う 1白j齢者の介護支緩}j
筑について 仏前学院大学社会制お1:学部紀説 抗日

り l…13f[ 2005{lo 
30. 日avagゃ Rumbaugh句 E.S. Ape Language: From 

Conditioned Response to SymboLぐollll11biaUnivcrsity 

Pre詩人 NcwYork， 1986.付、品世lli，沢 チンパンジ…の
'--I f託研究…シンボルの成、'，:とコミュニケ ション…

ミネルヴァ 1992年)

:n. J'1-代L'Ll長[¥.!J治，jAc存伊勢frll}:(iのI'dえた(: 1"=!l)I!IIJ 
:f，i"イLJ坂建1i:小山本:，":. 1977 "t 

32. Werner，H. & Kaplan.B. Symbol formation:誌n

Org設ni詩mic-DevelopmentalApproach to Language and 

thc Expression ()f Thought 1963. (キIli曲i守材l' 訳シ

ンボルのJr~IJ支… J 主と点現への{f機常達，t~Îì Iドj アブ

ローチー ミネ/レパ，l~ぽ 1974{1:.) 

に

一 7~ 




